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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

８
月
４
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
医
療
関
係
者
後
援
会 

 

世
話
人
会 

 
 

５
日 

河
西
診
療
所
夏
祭
り
、
紀
州
お
ど
り
九
条
連 

 
 

６
日 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
Ｉ
Ｎ
ヒ
ロ
シ
マ 

 
 

７
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
き
の
く
に
句
会 

 
 

８
日 

会
議 

 
 

９
日 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア 

懇
親
会 

 

１
０
日 

い
っ
せ
い
駅
頭
宣
伝 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談 

 

 

 

 

７
月
２
２
・
２
３
日
自
治
体
学
校
実

行
委
員
会
が
主
催
す
る
自
治
体
学

校
に
参
加
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
分

科
会
で
は
、
『
子
ど
も
の
成
長
を
保
障

す
る
ー
子
ど
も
の
育
ち
・
保
育
・
教

育
』に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
近
年
の
子
育
て
に
対
し
、
自

己
責
任
論
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
事

に
つ
い
て
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
成
長
に
つ
い

て
、
児
童
福
祉
法
で
は
国
及
び
地
方

公
共
団
体
は
、
『児
童
の
保
護
者
と
と

も
に
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
成
す
る
責
任
を
負
う
』
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
６
年
の
改
定

で
、
『
児
童
の
保
護
者
は
、
児
童
を
心

身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
負
う
』
と

加
え
ら
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
の
成
長
に
対
し
保
護
者
に

責
任
が
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
一
義
的
な
責

任
ま
で
求
め
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

 

憲
法
で
は
、
教
育
や
社
会
福
祉
な

ど
は
、
社
会
権
と
し
て
社
会
が
責
任

を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
『
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
』

と
し
て
い
ま
す
。 

貧
困
や
虐
待
・
非
行
な
ど
様
々
な

社
会
の
問
題
が
山
積
み
の
中
、
第
一

義
的
な
責
任
と
し
て
、
子
育
て
に
自

己
責
任
論
が
持
ち
込
ま
れ
れ
ば
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
が
保
障
さ
れ
な

い
ば
か
り
か
、
子
ど
も
の
成
長
や
生

活
環
境
は
、
親
の
自
己
責
任
と
さ
れ

か
ね
ま
せ
ん
。 

様
々
な
家
庭
が
あ
り
、
誕
生
と
同

時
に
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
自
分
の
努
力
で
は

乗
り
越
え
る
事
が
困
難
な
場
合
が

あ
り
、
成
人
後
の
貧
困
に
繋
が
り
貧

困
の
連
鎖
が
生
ま
れ
る
事
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

保
護
者
に
育
成
の
第
一
義
的
な

責
任
が
あ
る
か
ら
、
子
ど
も
の
成
長

は
親
の
自
己
責
任
と
の
考
え
方
で

は
、
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
重
要

な
の
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体

は
、
『
児
童
の
保
護
者
と
と
も
に
』
と

し
た
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
福
祉
法
の

精
神
で
す
。 

 

 

加
計
問
題
の
疑
惑
解
明
へ
閉
会
中
審
査
が
７
月
２４
，
２５

日
と
開
催
。
２５
日
の
参
議
院
審
査
で
共
産
党
小
池
晃
議
員
の

追
及
の
焦
点
は
、
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
の
要
望
を
ア
ベ

首
相
が
初
め
て
知
っ
た
の
は
「
今
年
１
月
２０
日
」
と
回
答
。
小
池

議
員
は
従
来
ア
ベ
首
相
が
答
え
て
い
た
「
２
年
前
の
６
月
か
ら
知

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
追
及
す
る
と
、
「
今
年
１
月
２０
日

と
修
正
」
し
、
そ
れ
ま
で
の
答
弁
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
会
議
は
何

度
も
中
断
。
第
１
次
ア
ベ
内
閣
時
は
加
計
氏
と
一
度
も
会
っ
て

い
な
い
の
は
全
国
紙
５
紙
の
首
相
動
静
欄
で
判
明
。
第
２
次
ア
ベ

内
閣
か
ら
１３
年
２
回
、
１４
年
３
回
、
１５
年
４
回
、
１６
年
７
回

と
ゴ
ル
フ
や
食
事
で
す
。
安
倍
昭
恵
氏
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
１５

年
１２
月
２４
日
、
ア
ベ
氏
、
加
計
氏
、
他
２
人
と
笑
顔
で
乾
杯
し

「
男
た
ち
の
悪
巧
み
」
と
書
き
込
ま
れ
た
写
真
を
掲
載
。 

小
池
議
員
は
山
本
有
二
農
水
相
と
山
本
幸
三
地
方
創
生

相
に
質
し
、
「
昨
年
８
～
９
月
に
加
計
氏
が
面
会
し
獣
医
学
部

の
話
を
し
た
事
」
を
認
め
ま
し
た
。
ア
ベ
氏
は
「
獣
医
学
部
に
つ

い
て
相
談
や
依
頼
は
一
切
な
か
っ
た
」
と
シ
ラ
を
切
り
ま
す
が

が
、
両
大
臣
か
ら
も
首
相
に
報
告
も
な
い
と
は
不
自
然
だ
し
、

「
腹
心
の
友
」
で
ゴ
ル
フ
や
食
事
は
何
度
も
し
て
い
る
の
に
肝
心

要
の
話
は
な
い
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
話
。
普
通
の
国
民
に

は
納
得
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
首
相
は
よ
く
「
岩
盤
規
制
」
と
言

う
が
岩
盤
の
よ
う
な
ウ
ソ
つ
き
頭
脳
を
改
め
、
さ
っ
さ
と
真
相

を
明
ら
か
に
し
辞
任
し
て
国
民
に
謝
罪
せ
よ
と
言
い
た
い
。  

 

（編
集
室
） 

 

 

 

一
般
質
問
最
後
の
３
項
目
目
、
園

部
／
六
十
谷
／
直
川
の
太
陽
光
発
電

計
画
に
つ
い
て
３
点
に
わ
た
っ
て
質
し

ま
し
た
。
１
つ
目
は
環
境
影
響
評
価

条
例
の
対
象
と
な
ら
な
い
開
発
事
業

に
お
け
る
環
境
保
全
に
つ
い
て
で
す
。

本
計
画
は
７５
ｈ
ａ
未
満
の
計
画
の
た

め
環
境
影
響
評
価
は
不
要
で
す
。 

住
民
の
み
な
さ
ん
は
環
境
が
確
保
さ

れ
る
の
か
大
変
心
配
し
て
い
ま
す
。
当

局
は
土
地
の
状
況
や
事
業
内
容
に
応

じ
、
森
林
法
な
ど
個
別
法
令
に
よ
る

規
制
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
環

境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

事
業
者
が
環
境
影
響
手
続
き
を
免
れ

る
た
め
、
意
図
的
に
事
業
を
分
割
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
手

続
き
の
実
施
を
求
め
る
と
答
弁
し
。 

２
つ
目
は
希
少
動
植
物
保
護
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。 

 

県
は
開
発
事
業
者
に
配
慮
い
た
だ

き
た
い
内
容
と
し
て
種
の
保
存
法
や

県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク
記
載
の

絶
滅
危
惧
種
に
つ
い
て
理
解
し
、
開
発

予
定
区
域
内
に
お
け
る
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
、
ま
た
、
対
象
種
の
存
在
が

判
明
し
た
場
合
の
保
全
方
法
へ
の
適

切
な
対
応
を
お
願
い
す
る
と
の
答
弁

で
す
。 

 

３
つ
目
は
林
地
開
発
行
為
の
許
可

基
準
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
県
は
災

害
の
防
止
・水
害
の
防
止
・水
の
確
保
・

環
境
保
全
と
い
う
４
つ
の
要
件
が
許

可
要
件
に
な
っ
て
い
る
と
答
え
ま
し

た
。 

 

申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
申

請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
形
、
地

質
等
に
つ
い
て
、
地
質
図
や
参
考
文
献

等
に
よ
り
確
認
す
る
と
と
も
に
、
主

要
防
災
施
設
の
設
置
計
画
箇
所
が
適

切
で
あ
る
か
ど
う
か
や
森
林
の
状
況

等
を
現
地
に
て
調
査
す
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

写
真
に
あ
る
よ
う
に
連
合
自
治
会

や
水
利
組
合
の
み
な
さ
ん
は
意
思
表

示
を
さ
れ
、
私
も
大
変
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
い
っ
そ
う
、
県
に
対
し
て

は
住
民
の
安
全
を
守
る
点
で
の
災
害

や
水
害
な
ど
の
影
響
を
質
し
て
参
り

ま
す
。  

 
 
 

（奥
村
の
り
子
） 

有功地区連合自治会と水

利組合による太陽光発電

施設建設反対の看板です。 
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